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8.強誘電体における不純物効果

小 束 泰 治

変位型強誘電体 SrG.6Ba..｡Nb206(SBN)及び不純物Pr3+を0･3wt% 含むSBNをX

線回折法で測定 しその相転移における不純物効果を調べた｡SBNの転移点直上の臨界散漫散

乱強度分布は,長距離力である双極子一双極子相互作用の特徴を示す｡一方,Pr-SBNは散

漫相転移を起 し,相転移温度がSBNに比べて低下する｡また,高温相において[001]軸方

向に中心対称性を欠く非常に異方的な散漫散乱が観測された｡この結果は,不純物により強

められたピェゾ効果を考慮することで説明できる｡

○九州大学 ′理学部物理
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